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自
治
基
本
条
例
は

      

自
治
体
の
憲
法

今年4月からつくバスの路線が一部変わった。
驚いたのは、茎崎老人福祉センターに行くバスが3分の１に減った
こと。市の担当者は、つくば駅方面への所要時間短縮を重視した結果
こうなったというが、これでは切り捨てられたも同然。公共交通は交
通弱者のためのもので、もっと工夫が必要だ。
茎崎老人福祉センターでは、つくバスを使って趣味や体操のサーク
ルに来ていた人達が、間に合う時間に行く手段がなくなり困っている。
サークルの役員が市役所に何とかしてほしいと話しにいったり、署名
を集めたりしているが、瀬戸裕美子の一般質問への答弁では「来年4
月からデマンドタクシーが始まるので…」と修正する気はないらしい。
週1回のサークルを楽しみにしていた高齢の利用者は、楽しみを奪
われ、外出が減ったという。だれでもいつか年をとり、車も運転でき
なくなるのに。
市民ネットでは、「公共交通活性化協議会に各地域の利用者代表や
公募委員を入れてほしい。地域でバス路線や時間帯を協議させてほし
い。」と要望書を出したが、5月の協議会では要望書が各委員に配布
すらされなかった。これでは協議会を設置した意味が無い。
つくバスは誰のためのバスなのか。今までそれを頼りに生活してき
た多くの人たちの足を奪うような見直しは間違っていると思う。
来年4月には市内全
域をシャトルバスとデ
マンドタクシーでつな
ぐ大幅な改編が予定さ
れているが、交通弱者
の生活を最優先に考え
た見直しとなるよう、
当事者の声を十分反映
する仕組みが必要だ。

つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
結
成
当
初
か
ら
市
民

が
主
体
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

市
政
の
透
明
性
と
、
政
策
作
り

の
起
草
段
階
か
ら
の
市
民
参
加

を
求
め
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
0
0
年
の
地
方
分
権
一

括
法
成
立
で
、
そ
れ
ま
で
国
や

県
の
指
示
の
も
と
に
行
っ
て
き

た
自
治
体
運
営
を
、
地
域
に
住

む
住
民
の
総
意
で
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自

治
体
運
営
の
基
本
ル
ー
ル
が
必

要
に
な
り
、
現
在
1
8
0
以
上

の
自
治
体
で
『
自
治
基
本
条
例
』

が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
自
治
基
本
条
例
』
と
は
何

で
し
ょ
う
？
市
民
ネ
ッ
ト
で
は

昨
年
3
月
に
学
習
会
を
行
い
ま

し
た
。
講
師
の
元
多
治
見
市
長
・

西
寺
雅
也
氏
は
「
自
治
基
本
条

例
は
自
治
体
の
憲
法
。
議
会
・

行
政
が
主
権
者
で
あ
る
市
民
に

対
し
て
行
う
約
束
事
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
市
長
や
議
会
の
権

限
は
制
限
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
市
民
が
出
し
た
税

金
を
ど
う
使
う
か
は
主
権
者
で

あ
る
市
民
の
合
意
で
き
め
る
も

の
。
そ
こ
で
、
市
民
の
意
思
を

ど
う
反
映
し
て
合
意
を
と
る
か

を
ル
ー
ル
化
し
た
も
の
が
自
治

基
本
条
例
で
、
市
民
・
議
会
・

行
政
の
役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
年
5
月
に
つ
く
ば
市
主
催

で
自
治
基
本
条
例
講
演
会
と
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
演
で
は
前
横
浜
市
長
・

中
田
宏
氏
が
、
ゴ
ミ
減
量
作
戦

の
例
な
ど
か
ら
、
行
政
の
根
気

強
い
説
明
と
市
民
参
加
が
い
か

に
重
要
か
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
ま
ず

助
言
者
の
今
井
邦
人
氏
が
流
山

市
や
小
田
原
市
な
ど
の
自
治
基

本
条
例
作
り
に
関
わ
っ
た
経
験

か
ら
、
い
か
に
多
く
の
市
民
が

参
加
し
て
自
由
に
意
見
を
出
せ

る
よ
う
に
す
る
か
、
そ
れ
を
条

例
作
り
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
に
つ
い
て
、
工
夫
し
た
事
例

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

「
つ
く
ば
ら
し
い
自
治
基
本
条

例
」と「
つ
く
り
方
」に
つ
い
て
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
多
様

な
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
20
〜
70

代
ま
で
多
世
代
の
参
加
者
が
、

つ
く
ば
の
魅
力
や
課
題
、「
こ

ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」
と
普
段

感
じ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
話

し
合
え
た
こ
と
は
新
鮮
な
体
験

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
市
民
同

士
の
話
し
合
い
を
色
々
な
場
所

で
労
を
惜
し
ま
ず
に
重
ね
る
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

各
地
の
自
治
基
本
条
例
は
、

理
念
だ
け
の
も
の
か
ら
、
ま
ち

づ
く
り
に
市
民
が
参
加
す
る
権

利
・
行
政
情
報
を
知
る
権
利
・

住
民
投
票
の
権
利
を
規
定
し
た

も
の
ま
で
実
に
様
々
で
す
。

つ
く
ば
市
で
は
ぜ
ひ
、
理
念

だ
け
に
留
ま
ら
ず
、『
主
権
者
は

市
民
』
で
あ
る
こ
と
を
実
感
で

き
る
実
効
性
の
あ
る
条
例
を
つ

く
り
た
い
も
の
で
す
。

議
会
で
は
市
民
ネ
ッ
ト
の
永

井
悦
子
が
自
治
基
本
条
例
の
つ

く
り
方
に
つ
い
て
質
問
し
、「
今

後
、
市
民
協
議
会（
仮
称
）を
設

置
し
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
多

様
な
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
で
聴
く
ほ
か
、
説
明
会
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
市
内
各
所

で
行
な
う
」
と
の
答
弁
を
得
ま

し
た
。
そ
の
場
に
出
来
る
だ
け

多
く
の
市
民
が
参
加
し
、
意
見

を
述
べ
あ
う
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
特
に
意
見
が
な
い

と
い
う
人
も
、
み
ん
な
が
ど
ん

な
意
見
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

ぜ
ひ
聴
き
に
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
民
・
議
会
・
行
政
が
と
も

に
、
時
間
を
か
け
て
議
論
す
る

こ
と
こ
そ
、
「
市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
第
一
歩
で
す
。

つ
く
ば
市
で
も

　  

い
よ
い
よ
始
ま
る

多
く
の
市
民
参
加
が

　
　
　
　
成
功
の
鍵
！

つくバス路線変更は誰のため？

７月26日(月）14～16時 市民活動センター
８月２日(月）10～12時 茎崎公民館
８月５日(木）10～12時 豊里公民館

へ
向
け
て

自
治
基
本
条
例
制
定

自
治
基
本
条
例
制
定

自
治
基
本
条
例
制
定

定例市議会の報告を兼ね、代理人の瀬戸、永井を交え、
様々な情報と意見交換を行います。ぜひ、ご参加ください。
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永井悦子の議会報告

＜つくば・市民ネットワーク　ホームページアドレス＞　　http://www.geocities.jp/tsukubahotnet/

つくば市議会議員
環境経済常任委員会所属

ながい  えつこ
永井 悦子

６月議会一般質問項目

１．自治基本条例制定に向けて

２．バイオマス利活用の
進捗状況について

３．遺伝子組換えリーフレット
配布について

まだまだ不十分
つくば市の市民参加
「市民が主役のまちづくり」には、政策形成過程からの市
民参加が不可欠です。市民参加のルールづくりを考えるた
め、審議会、懇談会への市民参加、パブリックコメント制
度の問題点、市民協働ガイドラインについて質問しました。

つ
く
ば
市
で
は
自
治
基
本
条

例
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、「
市

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
私
は
「
市

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

は
、「
主
権
者
で
あ
る
市
民
の

意
思
に
よ
っ
て
市
政
が
運
営
さ

れ
る
こ
と
」
だ
と
考
え
、
市
民

参
加
は
そ
の
基
本
と
な
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
政
策
や
計
画
づ
く
り

に
市
民
の
意
思
を
反
映
す
る
仕

組
み
と
し
て
、
審
議
会
や
懇
談

会
等
へ
の
参
加
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
制
度
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
十
分
機
能
し
て
い
る
と

は
い
え
ず
、
こ
れ
ら
の
し
く
み

に
対
応
す
る
市
民
参
加
の
ル
ー

ル
が
必
要
で
す
。

審
議
会
や
懇
談
会
で
委
員
を

市
民
公
募
し
た
会
議
は
、
昨
年

度
全
体
の
11
％
し
か
な
く
、
意

思
あ
る
市
民
の
参
加
は
ま
っ
た

く
不
十
分
で
す
。
ま
た
、
開
催

の
日
時
を
知
ら
せ
た
会
議
は
85

％
、
会
議
録
を
公
開
し
て
い
る

会
議
は
33
％
で
公
開
状
況
も
十

分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

行
政
は「
公
募
を
し
て
も
市
民

の
応
募
が
少
な
い
」
と
言
い
ま

す
が
、
八
王
子
市
で
は
全
て
の

会
議
に
2
名
以
上
の
公
募
委
員

の
参
加
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

で
は
、
市
民
が
意
見
を
出
し
や

す
い
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
が
前
提
だ

と
考
え
ま
す
が
、
つ
く
ば
市
で

は
こ
の
よ
う
な
配
慮
は
あ
り
ま

せ
ん
。

し
か
も
、
市
民
の
意
見
を
募

集
す
る
こ
の
制
度
の
実
施
で
、

行
政
は
市
民
参
加
の
手
続
き
を

経
た
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、

約
半
数
の
会
議
で
は
、
出
さ
れ

た
意
見
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、

意
見
に
対
す
る
行
政
の
考
え
方

が
報
告
さ
れ
る
だ
け
で
す
。
こ

れ
で
は
、
市
民
の
意
見
が
ど
う

生
か
さ
れ
る
の
か
不
明
で
す
。

重
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
、
検

討
の
途
中
で
意
見
募
集
す
る
な

ど
の
ル
ー
ル
が
必
要
で
す
。

つ
く
ば
市
に
は
、
市
民
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
進
め
る

た
め
、
市
民
協
働
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
市

民
と
行
政
が
対
等
な
立
場
で
協

力
し
合
う
協
働
の
対
象
が
実
働

だ
け
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
政

策
の
形
成
過
程
へ
の
市
民
参
加

こ
そ
協
働
に
不
可
欠
で
あ
り
、

協
働
の
意
味
を
狭
く
考
え
す
ぎ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
つ
く
ば
市
の

市
民
参
加
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分

な
状
況
で
す
。
自
治
基
本
条
例

を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
に
、
市
政
へ
の
市
民

参
加
や
関
わ
り
方
の
ル
ー
ル
を

定
め
る
市
民
参
加
条
例
の
制
定

を
是
非
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【審議結果（６月議会）】 「つくば市の動物愛護政策に関する請願」は『趣旨採択』で全員異議なく採択されました。

 動議・決議案の内容 結 つくば・  つくば つくば   日本 新 ネクスト 愛してる、 活力ある
    市民ネット 親政の会 市民政策 クラブ 公明党 民主党 共産党 社会党 つくば つくば 日本を創る
 （ 賛成：○　反対：× ） 果 ワーク  研究会        市民会議

  ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 退席 ○
        ×：田宮

  ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × 退席 ×
 各会派の所属議員（敬称略） ＊瀬戸 ＊塩田 ＊高野 ＊久保谷 ＊小野 ＊五十嵐 ＊橋本 ＊金子 ＊星田 ＊ヘイズ ＊今井
 ＊：会派代表  　永井 塚本、木村、市川 須藤、柳沢、安井 松岡、飯岡 　馬場、浜中 　田宮 　田中
 （ 議員数32・議長：鈴木 ）   矢口、塙、大久保 吉葉、古山 石川、鈴木 　山本

入札制度調査特別委員会設置
の動議

条件付一般競争入札への全面
移行を求める決議

「食品表示制度の抜本改正について国への意見書提出を求める請願」「永住外国人への地方参政権附与の法制化に対し反対する意見書提出を求める請願」は更なる審議が必要と継続審議になりました。

今年２月、農水省より茨城・栃木・群馬の３県の小中高生へ「正
しく知ろう！遺伝子組換え農作物」というリーフレットが学校を
通して配布された。
遺伝子組換えの利点のみを述べるにとどまり、耐性をもった雑
草や害虫の出現、生物多様性へ影響を及ぼす可能性、動物実験で
安全性に疑問を抱かせる知見がでていることなど、現在懸念され
ている問題点については何ら触れられていない。
市民ネットでは偏った情報のみが記載されたリーフレットを配
布するのは問題だと考え、5月に農水省、文科省、教育委員会へ
配布中止と回収を要望した。これに対して農水省からは「説明資
料の一部に、表現振りが必ずし
も客観的とは言えないものが含
まれていたため、点検・改訂し
提供を再開する」という回答が
届いた。内容に不備があり点検
するのであれば、まず今回配布
した資料は回収すべきだ。

遺伝子組換えリーフレット回収を！

入
札
制
度
改
革
で

　 

議
会
大
荒
れ
！

新庁舎になり、初の定例議会。最終日は、先の３月議会で否決さ
れた「一般競争入札の全面導入を求める決議案」に引き続き「条件
付一般競争入札への全面移行を求める決議案」が提案された。①官
製談合を未然に防ぐ②公平性や平等性を高める③落札率が下がると
いう理由。不透明な随意契約や指名競争入札を減らそうというもの。
これに対し、先ず一般競争入札の全面実施に向けた調査研究から始
めようーと「入札制度調査特別委員会設置」の動議が出され、開会
から大荒れ！
当日は、あふれるほどの傍聴者約70名をよそに、１時間半遅れで

開会。その後も長い中断と再開を繰り返し、やっと最終議案の決
議が終わったのは20時過ぎ。中断の連続に傍聴者も徐々に少なくな
ったが、決議案が賛成多数で可決すると、傍聴席からは拍手。
これまでのつくば市の入札は、指名競争入札が殆どで、落札価格

の高止まりや地元企業でありながら指名されず入札参加ができない等、
一般競争入札の全面移行による改善が強く望まれていた。いまさら「調
査特別委員会設置」の案は、解決を先送りすることになりかねない
ーと市民ネットでは反対した。庁舎も新しくなった。つくばの入札
もより透明で平等性の高いものへ刷新されるよう働きかけていきたい！

審
議
会
へ
の
参
加
は
？

政
策
形
成
も
市
民
協
働
で

生
か
さ
れ
な
い
パ
ブ
コ
メ

市
民
参
加
条
例
の
制
定
を
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瀬戸裕美子の議会報告

つくば市議会議員
総務常任委員会所属

せ と　ゆ み こ
瀬戸 裕美子

６月議会一般質問項目

１．まちづくり構想について 

２．公共交通について

３．学校給食について

つくばセンター地区の
にぎわいづくりは？

2004年以降、28箇所46ha、東京ドーム10倍に相当する宿舎
が廃止対象となっている。現在売却が予定されている3箇所の
跡地に、つくば市は地区計画をかけることとした。このこと
を学園都市のまちづくりの大きな転換期と考え、これまで市
民ネットが得た情報を網羅したフォーラムを5月8日に開催し
た。当日は、43名の市民が「フォーラム開催までの経緯」「財
務省へのヒアリング報告」や「つくば市からの説明」を聴い
た後、まちづくりについての意見交換を行った。
今回の地区計画については、「地区計画をかけたことは評価
する」「何も無いよりよかった」とするも「緑化率や建ぺい
率、容積率などをもっと厳しく」「オープンスペースをとる」
「建築段階での指導強化を望む」などの意見があった。学園
都市のまちづくりについては、「ライフステージによる住替え
の奨励」「公益施設の誘致」などのアイデアが出された。つ
くば市がまちづくりビジョンをはっきり打ち出してほしいと
いう声も多かった。グランドデザインを実行するための計画
も始まりつつあり、目が離せない。

「公務員宿舎跡地をめぐるまちづくりフォーラム」
を開催しました！

2月に行われた「学校給食センター整備基本計画案」に関するパブリックコメン
ト。3/1に〆切られ、既に4ヶ月が経過しているが、未だ結果が公表されていない。
先の３月議会では請願も出され、大変高い関心が寄せられているだけに、どのよ
うな意見が出て、計画案へどう反映されるのか教育委員会へ確認した。
教育委員会によると、20人から99件の意見があり、担当課でまとめ学校給食セ
ンター運営審議会へ報告、その後、定例教育委員会へ報告する予定という回答だ
った。
ところが、6/28の６月定例教育委員会で、豊里庁舎駐車場への建設は狭くて当
初の計画は難しく、他の方法も検討中との報告が…。どうして審議会で検討する
前に、計画案の変更が報告されたのか。その前に、パブコメの生の声を審議会へ
届け、審議会でもっと検討協議されるべきではないか。
安全な学校給食を考える会が上映したドキュメント映画「未来の食卓」を見て、
つくばの現状報告を聞いた参加者からは、「安全な食材を子供たちに提供するのは
大人の責任。その実現のために学校給食の調理規模はとても重要。大規模センタ
ーは見直すべき！」との意見が寄せられた。
引き続き「子供たちの未来」のために、行政へ働きかけよう！

グランドデザインでは、つくば駅と研究学園駅の周辺は、
新たなつくばの広域活性化拠点とされています。しかし、
つくばセンタービルは閑散としており、今後のにぎわい創
出が課題です。
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～ ゆれる「学校給食センター計画案」～
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こんなふうに使っています

つくば・市民ネットワークの
主な活動報告

市民ネットワークの三原則
１.原則２期で新人と交代
２.議員報酬は市民活動へ
３.選挙はカンパとボランティアで
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政務調査費 議 員 報 酬

  議員報酬
  693万円
費用弁償（※１）
  6.3万円

 議員報酬
 693万円
審議会報酬他
　3万円
費用弁償（※１）
 5.8万円

※１費用弁償：議員報酬とは別に議員が議会や委員会に
　　　　　　　出席するときに、定額支給される旅費・
　　　　　　　交通費。(つくば市の場合、日額2,000円）
※２ 経 　費：代理人（議員）の共済費、国民年金、
              国民健康保険、所得税、住民税など。

代理人手当　178万円
経費(※２）　223万円

代理人手当　178万円
経費(※２）　224万円

298万円

300万円

寄付

　つくば・市民ネットワークの活動費
　　（2009年1月～12月）
　

【収入】
　　前年度から繰越 259万円
　　会費・寄附など 632万円

【支出】
　　事務所賃貸料など 116万円
　　光熱水費 13万円
　　人件費 268万円
　　備品･消耗品費 29万円
　　ネット通信発行費 81万円
　　調査･研修費など 101万円

【次年度へ繰越】
 283万円
        （積立170万円を含む）

市議の政務調査費は1人当たり36万円/年が交付
されています。2人分で合計72万円/年です。

（2009年4月～2010年3月）
報告書・領収書を市に提出し、年度末に
残金がある場合は市に返却します。

 科  目 金額（円) 

 研究研修費 89,340 

 調査旅費 5,874 

 資料作成費 3,795 

 資料購入費 65,744 

 広報費 390,915 

 事務所費 164,934 

 　 合　計 720,602

     主たる支出の内訳
　

｢市民と議会の次のステップ｣
｢夏期学校給食学習会｣｢障が
い者問題研究会全国大会｣参加、
｢学校給食学習会Ⅱ｣｢八ッ場
ダム学習会｣開催

日立市学校給食センター
（１万食）視察
　
印刷用紙、コピー代

　
新聞購読料(常陽新聞、茨城
新聞)、資料代、本代

つくば・市民ネットワーク議会
通信印刷

印刷機リース代

寄付

4/17　　大豆畑トラストつくば総会参加
4/23　　小田原市自治基本条例公開検討会傍聴
4/27　　遺伝子組換え作物展示栽培中止申し入れ
5/ 8　　公務員宿舎跡地をめぐるまちづくりフォーラム開催
5/ 9　　つくば市情報公開条例改正案を考える勉強会参加
5/11、12、13、14　議員と話そう！会開催
5/15　　学校給食「未来の食卓」上映会
      　　　　　　＋つくばのこれから参加
5/16　　つくば市自治基本条例キックオフイベント参加
5/18　　つくば市遺伝子組換え作物栽培連絡会出席
5/29　　障害者差別禁止法学習会参加
5/29、6/19　市政地区別懇談会参加
6/ 1～6/18　６月定例市議会
6/ 2　　高齢者の暮らしを考える会参加
6/ 6　　つくば有機農業フォーラム準備会参加
6/21　　北越紀州製紙見学：市川市（古紙リサイクル）
6/27　　つくば市母親大会環境分科会
7/ 4　　自治基本条例学習会開催

※地域コミュニティ、自治基本条例、農業、ごみ、
　公共交通、障害福祉、こども、食の安全、公務員
　宿舎跡地問題などの部会活動を行っています。
　その他、学習会・委員会・審議会等へも多数参加・
　傍聴しています（詳細はＨＰをご覧下さい）

市民ネット・2010年度の政策

子どもの成長を支える（教育）
・地域で子育てを支えあう仕組みづくり（放課後子どもプランなど）
・学童保育や保育所の待機児童を解消
・食育の推進、学校給食の充実（食育、アレルギー対応、地産地消）
・教育環境の充実（耐震対策、学校図書館の充実、特別支援教育の充実など）
・通学時の安全確保（自転車通学実態調査、通学路の改善）

誰もが安心して暮らせる地域づくり（福祉・人権）
・市の福祉相談窓口の充実を提案し、福祉情報を分かりやすくする
・子育て世代、高齢者、障がい者を地域で支えあう仕組みづくり
・男女共同参画の推進

市民参画ができるまちづくり（市民自治）
・市ホームページの改善（審議会の議事録をすべてホームページで公開など）
・議会改革（インターネット中継、各議員の賛否公表など）
・市の自治基本条例制定に向けて、市民主導で取り組む　
・地域で問題解決できるコミュニティづくり

循環型社会をつくる（環境）
・つくば環境スタイル行動計画にもりこんだ市民案の着実な実施
・ごみ減量と資源化の促進

住みやすいまちづくり（住環境）
・公務員宿舎跡地の売却・再開発が住環境の悪化にならぬよう、市民の声を活かした
　まちづくりを促す
・公共交通の再編・活性化を市民参加ですすめる
・災害時の市民の安全確保
・｢自転車のまちつくば｣計画に生活者の視点を盛り込む（自転車の安全性確保、駐輪場の改善など）

安心な食をつくる（食と農）
・地産地消･自給率の向上（特に学校給食の地産地消を促進）
・環境保全型農業を進める
・遊休農地の活用　　　　　
・遺伝子組み換え作物を食べない、作らない、作らせない


